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　　優秀賞（敬称略） 　　奨励賞（敬称略）

小学２年生の部　國田　真頌（沢木）
　　３年生の部　溝田　暖人（雄武）
　　４年生の部　池田美玖留（雄武）
　　５年生の部　鈴木　紬葵（沢木）
　　６年生の部　舘山　茅乃（沢木）
　　中学生の部　田中　紀衣（1 年）

小学２年生の部　岸田　椛杏（沢木）　山口　　碧（沢木）
　　　　　　　　阿部　希羽（沢木）

３年生の部　佐々木　葵（雄武）　野々宮　奏（沢木）
４年生の部　野々宮　詩（沢木）　松嶋　真愛（雄武）
５年生の部　秋山　夏葵（雄武）　加藤　美咲（雄武）
６年生の部　秋山　翠玲（雄武）　鈴木　雅斗（雄武）

　　中学生の部　髙野　紗穂（１年）　武田　颯太（１年）

◉小学１年生の部
岸田　朔弥（沢木）

　　最優秀賞（敬称略）

小・中学生の税に関する書道コンクール

　　 　　　　 入賞者決定
　次代を担う小、中学生に正しい税の知識と税に対する理解や関心を高めるため、昨年度に引き続き「書
道コンクール」を実施した結果、次の方々が入賞されましたのでお知らせします。
　なお、入賞作品は、３月11日㈬まで雄武町図書館に展示しています。

問雄武町教育委員会
問雄武町租税教育推進懇話会

佐藤　志勇（沢木）
◉小学２年生の部

小野　陽菜（雄武）
◉小学３年生の部

舘山　もも花（沢木）
◉小学４年生の部

髙野　司馬（雄武）
◉小学５年生の部

佐藤　心春（雄武）
◉小学６年生の部

鈴木　日葵（１年）
◉中学生の部

令
和
令
和
88
年
度
新
入
学
児
童
の
紹
介

年
度
新
入
学
児
童
の
紹
介

　本年４月に町内小学校へ入学されるお子さんを教育委員会にて調査しましたので　本年４月に町内小学校へ入学されるお子さんを教育委員会にて調査しましたので
お知らせいたします。お知らせいたします。
　該当児童の保護者は、次の事項に留意してください。なお、氏名については、同　該当児童の保護者は、次の事項に留意してください。なお、氏名については、同
意をいただいた方のみ掲載しております。意をいただいた方のみ掲載しております。

・入学該当者は、平成31年 4月 2日から令和２年4月1日生まれの児童です。・入学該当者は、平成31年 4月 2日から令和２年4月1日生まれの児童です。
・�・�入学該当者が病気やそのほかの理由で就学が困難な場合は、医師の診断書または入学該当者が病気やそのほかの理由で就学が困難な場合は、医師の診断書または
児童相談所長の発行した判定書など、参考となる書類を持参し、教育委員会へご児童相談所長の発行した判定書など、参考となる書類を持参し、教育委員会へご
相談ください相談ください。。
・�・�教育委員会が調査した日（令和７年11月 13日）以後に転出や住所変更、戸籍の教育委員会が調査した日（令和７年11月 13日）以後に転出や住所変更、戸籍の
異動などが生じたときは、ただちに役場戸籍住民係で手続きを済ませ、教育委員異動などが生じたときは、ただちに役場戸籍住民係で手続きを済ませ、教育委員
会へご連絡ください会へご連絡ください。。
・・経済的理由により、学用品の購入などで心配な方は、教育委員会にご相談ください経済的理由により、学用品の購入などで心配な方は、教育委員会にご相談ください。。
・�・�入学通知は、すでに新入学児童全員の保護者宛に送付していますが、入学通知が入学通知は、すでに新入学児童全員の保護者宛に送付していますが、入学通知が
届いていない場合は、ただちにご連絡ください。なお、今後における入学手続き届いていない場合は、ただちにご連絡ください。なお、今後における入学手続き
などについては、入学する学校から連絡がありますなどについては、入学する学校から連絡があります。。

◎
学
校
別
入
学
予
定
児
童
名
（
敬
称
略
）

☆
雄
武
小
学
校
☆

・
助
畑　
結
奏　
・
吉
田　
侃
生　
・
中
田　
結
乃　
・
澤
村　
沙
羅

・
鈴
木　
泰
地　
・
佐
藤　
梓
紗　
・
阿
波　
昊
輝　
・
中
島　
悠
靖　

・
出
戸　
美
陸　
・
菅　
　
碧
凉　
・
小
島　
碧
月　
・
新
谷　
桔
平　

・
横
石　
　
護　
・
三
宅　
柊
花　
・
安
本　
　
蒼　
・
髙
橋　
茉
央　

・
山
田
菜
々
香　
・
大
井　
瑛
愛　
・
門
傳　
小
桜

☆
沢
木
小
学
校
☆

　

・
中
田　
葉
月　
・
石
澤　
叶
望　
・
田
口　
佳
音　
・
山
口　
　
煌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
教
育
委
員
会
教
育
振
興
課
学
校
教
育
係
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まちのできごと
↓講座の様子

道内初のオンライン診療

北見幌内郵便局で開始

認知症サポーター養成講座（雄武中学校）

認知症への理解を深める

　北見幌内郵便局で、広域紋別病院によるオンライ
ン診療が始まりました。北海道内の郵便局では初の
取り組みで、近隣に医療機関がない無医地区の支援
が目的です。郵便局内に設けた個室でビデオ通話に
よる診察を受けられるほか、診療看護師が現地で触
診や採血なども行います。診療費は郵便局で支払い、
薬は後日自宅へ郵送されます。利用者からは「初め
は緊張したが、通院時間が大幅に短縮され便利で、
機会があればまた利用したいです」と好評でした。
今後は月1〜2回の実施を予定しています。

↓歓迎セレモニーの様子①

↑オンライン診療の様子

こども冬まつり

雪の中でも元気いっぱい
　旭日公園で「こども冬まつり」が開催されました。
前夜祭では、児童クラブの児童による「聖者の行進」
「ミッキーマウスマーチ」のハンドベル演奏に続き、
花火の打ち上げが行われ、冬の夜空を鮮やかに彩り
ました。本祭では、スノーモービルや雪山すべりな
どの人気のアトラクションのほか、あたたかい雑煮
や焼きそばなどが振舞われ、来場者には笑顔が広が
りました。最後にはスノーフラッグなどの競技の表
彰式と抽選会が行われ、参加者は元気いっぱいに冬
の一日を楽しんでいました。

2/
7,8

漁業協同組合「一日協同組合学校」

笠井信輔氏講演会
雄武町漁業協同組合主催の「一日協同組合学校」
が雄武町民センターで開催され、漁業関係者をはじ
め町内外から約230人が来場。フリーアナウンサー
笠井信輔氏を講師に迎え、笠井氏が経験した取材な
どの裏話や、自身の闘病生活で感じた『助け合うこ
との大切さ』について話しました。2024年の能登
半島地震の取材で笠井氏は「避難所生活の中でも人
との絆を大切にし、支えあって暮らす住民の姿に心
を打たれた」と当時を振り返りました。参加者から
は『助け合い』は、今の時代だからこそ大切だと感
じました」と話していました。↑助け合うことの大切さを語る笠井信輔氏

2/
2

1/
27

　雄武中学校において、認知症サポーター養成講
座が行われ、２年生16人が参加しました。地域
包括支援センターの職員を講師に、認知症につ
いて学び、当事者や家族の気持ちなどへの理解
を深めました。生徒たちは「認知症が昔は痴

ちほ う
呆

と言われていたことを知らなかった」「単なる物
忘れではなく、脳の病気であるということを理
解できた」と話していました。

1/
27 ２/

７~９

1/
29

↓段ボールベッドを組み立てる様子

↓雪山あそびを楽しむ子どもたち↓（左から）増田澄夫さん、髙橋町長、木元之生さん

雄武の冬を満喫 

交通事故防止に大きく貢献

２月７日から３日間、佐賀県武雄市から児童１０人
と引率者３人の訪問団が来町しました。ホテル日の出
岬で歓迎会が開かれ、町長や関係者から歓迎の言葉が
贈られ、武雄市の児童による歌の披露もありました。
雄武小学校で行われた児童交流では、雪国ならではの
雪山すべりなどの冬遊びを体験し、全身で雪を楽しむ
姿が見られました。児童たちは、交流を通じて互いの
絆を深めていました。

令和3年度から交通指導員として交通安全思想
の普及と実践活動を積極的に推進し、地域住民の
交通事故防止に大きく貢献した功績が認められた
ことから、交通指導員を務める木元之生さん、増
田澄生さん、髙橋多歌子さん、大井葉子さんが交
通安全功労賞を受賞しました。
心からお祝い申し上げますとともに、今後のご
活躍を祈念いたします。

武雄市児童交流事業

交通安全功労賞表彰

2/
15 避難訓練で防災意識向上

雄武町防災訓練

「令和７年度雄武町防災訓練」を実施しました。
訓練には魚田地区の住民が参加し、震度４の地震に
よる津波警報が発令されたことを想定した避難訓練
や、町職員による避難所の開設訓練を行いました。
　その後、音稲府地域住民センターで、北海道北見
方面興部警察署警備係長の桑田清則氏と幌内駐在所
長の田邊真宗氏、網走地方気象台火山防災調整係長
の坂口恵子氏による講話が行われ、参加者は「冬の
訓練に参加できて大変良かった」と話していました。

↑歓迎セレモニーの様子②↑スノーラフティングを楽しむ子どもたち
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は
「
北
海
道
自
動
車
税　
住
所
変
更
」
で

検
索
し
、
北
海
道
財
政
局
税
務
課
の
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
か
ら
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
住
所
変
更
は
、
令
和
８
年

度
の
自
動
車
税
種
別
割
の
納
税
通
知
書
を

変
更
後
の
住
所
へ
送
付
す
る
た
め
の
処
置

で
す
。
運
輸
支
局
で
の
住
所
変
更
登
録
は

別
途
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

☎
０
１
１
‐
７
４
６
‐
１
１
９
0

◉日の出仲町町有住宅
間取 建築年度 戸数 家賃 単身

継続 3LDK 昭和60年 2 40,000円 不可（要相談）

住
　
宅

入
居
募
集

入
居
資
格

《
共
通
事
項
》

	・�

雄
武
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
、
ま
た

は
有
す
る
こ
と
に
な
る
方
。

	・
町
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ
と
。

◉
町
営
住
宅
（
団
地
）

	・�

所
得
が
政
令
月
収
で
一
般
世
帯
は

15
万
8
千
円
、
裁
量
世
帯
は
25
万
9
千

円
を
超
え
な
い
こ
と
。

※�

政
令
月
収
と
は
、
給
与
所
得
者
は
1
年

間
の
給
与
所
得
控
除
後
の
金
額
に
、
自

営
業
者
は
1
年
間
の
事
業
所
得
か
ら
必

要
経
費
を
控
除
し
た
金
額
に
、
扶
養
控

除
な
ど
を
差
し
引
い
た
額
を
12
で
除
し

た
も
の
で
す
。

※�

裁
量
世
帯
と
は
、
高
齢
者
世
帯
（
60
歳

以
上
）、
高
齢
者
と
18
歳
未
満
の
世
帯
、

障
が
い
者
（
障
が
い
の
程
度
に
よ
る
）

が
い
る
世
帯
、
乳
幼
児
が
い
る
世
帯
、

婚
姻
後
2
年
以
内
で
夫
婦
と
も
に
35
歳

未
満
の
世
帯
（
小
学
生
以
下
の
児
童
が

い
る
場
合
も
可
）
な
ど
で
す
。

◉
サ
ン
ラ
イ
ズ
ビ
レ
ッ
ヂ

・
満
35
歳
未
満
の
単
身
勤
労
者
で
あ
る
こ

と
。

◉
勤
労
者
住
宅
・
町
有
住
宅

・
勤
労
者
住
宅
お
よ
び
町
有
住
宅
は
入
居

の
要
件
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
問
い
合

わ
せ
願
い
ま
す
。

申
込
方
法

・�

役
場
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
、
入
居

す
る
方
の
住
民
票
を
添
え
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
令
和
7
年
1
月
1
日
に
他
市
町
村
に
お

い
て
住
民
登
録
さ
れ
て
い
た
方
は
、
当

該
市
町
村
で
発
行
さ
れ
る
市
町
村
民

税
課
税
証
明
書
、
所
得
証
明
書
な
ど
の

直
近
１
年
分
の
所
得
が
わ
か
る
も
の

と
、
納
税
証
明
書
も
あ
わ
せ
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
町
営
住
宅
に
申
し
込
み
の
際
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法

・
申
込
者
多
数
の
と
き
は
、
住
宅
困
窮
度

の
高
い
方
か
ら
入
居
決
定
し
、
困
窮
度

が
同
じ
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

※
最
新
の
住
宅
情
報
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
申
込
用
紙
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

�http
://w

w
w
.to
w
n.o
um
u.

hokkaido.jp/

※
住
宅
使
用
料
の
お
支
払
い
に
は
、
安
心

　
便
利
な
口
座
振
替
が
利
用
で
き
ま
す
。

※
入
居
者
が
町
営
住
宅
を
引
き
続
き
30
日

　
以
上
使
用
し
な
い
と
き
は
、
届
け
出
が

　
必
要
と
な
り
ま
す
。
正
当
な
事
由
に
よ

　
ら
な
い
で
30
日
以
上
町
営
住
宅
を
使
用

　
し
な
い
と
き
は
、
明
け
渡
し
を
求
め
る

　
こ
と
が
あ
り
え
ま
す
の
で
、
注
意
し
て

　
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切

新
規　
3
月
16
日
㈪

継
続　
随
時
受
付

◉町営住宅
団地名 間取 建築年度 戸数 家賃 単身

新規

旭日 3LDK 平成 5年 1 21,000 円 ～ 48,400 円 不可（要相談）
旭日 3LDK 平成 7年 2 22,700 円 ～ 52,100 円 不可（要相談）
緑町 2LDK 平成 23年 1 16,600 円 ～ 38,100 円 不可（要相談）
潮見 3LDK 昭和 61年 1 16,000 円 ～ 36,900 円 不可（要相談）

継続

沢木 2LDK 平成 23年 1 17,500 円 ～ 40,300 円 可
旭日 3LDK 平成 5～ 11年 6 22,400 円 ～ 53,000 円 不可（要相談）
新日の出 1LDK 平成 28年 1 16,100 円 ～ 37,100 円 可
新日の出 2LDK 平成 28年 1 21,600 円 ～ 49,600 円 不可（要相談）
宮下 3LDK 昭和 59年 3 13,300 円 ～ 32,000 円 不可（要相談）
末広二区 3LDK 昭和 58年 1 13,000 円 ～ 29,900 円 不可（要相談）
緑町 2LDK 平成 20年 1 16,100 円 ～ 37,000 円 不可（要相談）
緑町 3LDK 平成 24年 1 19,700 円 ～ 45,400 円 不可（要相談）
潮見 3LDK 昭和 61年 1 16,000 円 ～ 36,900 円 不可（要相談）
魚田 3DK 昭和 52年 1 8,500 円 ～ 19,700 円 可
魚田 3LDK 昭和 55年 1 11,500 円 ～ 26,600 円 不可（要相談）
幌内 3LDK 昭和 51～59年 2 7,800 円 ～ 28,500 円 可

◉サンライズビレッヂ
間取 建築年度 戸数 家賃 単身

継続 1LDK 平成5～6年 6 30,000円 専用
◉潮見町有住宅

間取 建築年度 戸数 家賃 単身
新規 3LDK 昭和57年 1 37,600円 不可（要相談）

◉幌内町有住宅
間取 建築年度 戸数 家賃 単身

継続 3LDK 平成3年 1 19,000円 可

※�

問
い
合
わ
せ
時
に
募
集
を
終
了
し
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
財
務
政
策
課
管
財
係
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税
　
金

軽
自
動
車
の
名
義
変
更
、
廃
車
手
続
き

に
つ
い
て

　
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
毎
年
４

月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
譲
渡
、
売
却
、
下
取
り
な
ど
で
、
現

在
車
両
を
所
有
し
て
い
な
い
場
合
、
４
月

２
日
以
降
に
名
義
変
更
・
廃
車
の
手
続
き

を
さ
れ
て
も
そ
の
年
度
分
の
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）
が
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
必

ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
業
者
に
軽

自
動
車
を
引
き
渡
し
た
場
合
も
廃
車
の
確

認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ほ
か
の
市
区
町
村
へ
住
所
変
更
さ
れ
た

方
や
車
の
所
有
者
が
死
亡
し
た
場
合
も
同

様
に
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
原
動
機
付
自
転
車
（
50
㏄
～
１
２
５

㏄
）、
小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
用
、

そ
の
ほ
か
）

※
雄
武
町
の
ナ
ン
バ
ー

問
財
務
政
策
課
課
税
係

・
軽
自
動
車
（
貨
物
、
自
家
用
）、
軽
二

輪
車
（
２
５
０
㏄
以
下
）、
小
型
二
輪

　
自
動
車
税
種
別
割
の
納
税
通
知
書
は
、

道
税
事
務
所
か
ら
毎
年
４
月
１
日
時
点

で
車
検
証
に
登
録
さ
れ
て
い
る
住
所
へ
、

５
月
上
旬
頃
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
次
の
場
合
は
、
お
近
く
の
運
輸
支
局
で

手
続
き
を
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
引
っ
越
し
な
ど
で
住
所
が
変
更
と
な
っ

た
（
変
更
登
録
）

・
自
動
車
を
売
買
し
た
（
移
転
登
録
）

・
自
動
車
を
使
わ
な
く
な
っ
た
（
抹
消
登

録
）

　

納
税
通
知
書
の
住
所
変
更
は
、
次
の
二

　
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
の
読
み
取
り
、
ま
た

　
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
で
は
、
３
月

を
「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」
と
し
て
、
す

べ
て
の
道
税
の
滞
納
を
整
理
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
よ
り
も
強
く
差
押
な
ど
の
滞
納

処
分
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
、
納
税
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

大
至
急
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。
納
め
な
い

場
合
に
は
、
給
与
・
所
得
や
預
貯
金
、
生

命
保
険
な
ど
の
財
産
差
押
え
、
ま
た
は
自

宅
や
事
務
所
な
ど
の
捜
索
を
行
い
、
貴
金

属
・
自
動
車
・
軽
自
動
車
な
ど
の
動
産
の

差
押
え
を
執
行
し
ま
す
。

問
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
紋
別
道
税

事
務
所

☎
０
１
５
８
‐
２
４
‐
２
６
２
６

道
税
の
滞
納
整
理
強
化
月
間
に
つ
い
て

自
動
車
税
種
別
割
の
住
所
変
更
に
つ
い
て

試
　
験

海
上
保
安
官
採
用
試
験
に
つ
い
て

【
海
上
保
安
官
採
用
試
験
（
大
卒
）】

　
採
用
さ
れ
る
と
、海
上
保
安
大
学
校（
広

島
県
呉
市
）
に
お
い
て
、
幹
部
海
上
保
安

官
と
し
て
、
必
要
な
基
礎
的
知
識
や
船
舶

運
航
に
関
す
る
専
門
的
知
識
・
技
能
を
修

得
す
る
た
め
、
２
年
９
カ
月
の
教
育
を
受

け
ま
す
。

受
験
資
格　
試
験
年
度
４
月
１
日
に
お
け

る
年
齢
が
30
歳
未
満
の
者
で
か
つ

①
大
学
を
卒
業
し
た
者

②
試
験
年
度
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
者

受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
は
、
3
月
23
日

㈪
ま
で
「
人
事
院
国
家
公
務
員
試
験
採

用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」
か
ら
受
験
申
込
で

き
ま
す
。

第
一
次
試
験
日　
5
月
24
日
㈰

第
一
次
試
験
合
格
発
表　
6
月
24
日
㈬

第
二
次
試
験
日　
7
月
7
日
㈫
～
14
日
㈫

の
指
定
す
る
日

最
終
合
格
発
表　
8
月
12
日
㈬

採
用　
令
和
9
年
4
月

【
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験（
特
別
）】

　
採
用
さ
れ
る
と
、
海
上
保
安
学
校
（
京

都
府
舞
鶴
市
）
に
入
学
し
、
１
年
間
で
、

海
上
保
安
業
務
に
必
要
な
知
識
お
よ
び
技

能
を
学
び
ま
す
。

　
入
学
と
同
時
に
国
家
公
務
員
と
し
て
採

用
さ
れ
、給
与（
月
額
約
20
万
円
）や
ボ
ー

ナ
ス
（
年
２
回
）
が
支
給
さ
れ
る
ほ
か
、

国
土
交
通
省
共
済
組
合
員
と
し
て
各
種
福

利
厚
生
の
給
付
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、入
学
金
や
授
業
料
が
不
要
で
す
。

受
験
資
格　
①
試
験
年
度
４
月
１
日
に
お

い
て
、
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
13

年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
お
よ
び
試
験
年

度
９
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教

育
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

②
高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年
の
課
程
を

修
了
し
た
者
で
あ
っ
て
、
試
験
年
度
４
月

１
日
に
お
い
て
、
当
該
課
程
を
修
了
し
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
13
年
を
経
過
し

て
い
な
い
等
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

第
一
次
試
験　
５
月
10
日
㈰

第
一
次
試
験
合
格
発
表　
５
月
29
日
㈮

第
二
次
試
験　
６
月
3
日
㈬
～ 

６
月
24

日
㈬
の
指
定
す
る
日

最
終
合
格
発
表　
７
月
24
日
㈮

採
用
（
入
学
）　
令
和
8
年
10
月

採
用
情
報
サ
イ
ト
の

　
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
→

問
紋
別
海
上
保
安
部
管
理
課

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
０
１
１
８

車
（
２
５
０
㏄
超
の
オ
ー
ト
バ
イ
）

※
雄
武
町
以
外
の
ナ
ン
バ
ー

問
軽
自
動
車
検
査
協
会
北
見
事
務
所

☎
０
５
０
‐
３
８
１
６
‐
１
７
６
９

問
北
見
運
輸
支
局

☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
０
７
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9 広報おうむ広報おうむ

　
雄
武
町
高
齢
者
等
の
冬
の
生
活
支
援
事

業
の
助
成
券
（
１
万
５
千
円
分
）
に
つ
い

て
は
、
使
用
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
、
使
用
し
て
い
な
い
助
成
券
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
早
め
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

使
用
期
限　
3
月
20
日
㈮

問
地
域
福
祉
課
社
会
福
祉
係

使
い
忘
れ
た
助
成
券
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

社
会
福
祉

　
上
寿(
百
歳)

を
迎
え
ら
れ
た
八
重
樫

光
子
さ
ん
に
、
祝
状
と
祝
金
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

問
地
域
福
祉
課
社
会
福
祉
係

上
寿
（
百
歳
）
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

そ
の
他

保
　
健

　
令
和
６
年
に
全
国
で
自
殺
に
よ
っ
て
亡

く
な
っ
た
方
は
、
2
万
3
２
０
人
で
、
前

年
か
ら
、１
５
１
７
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

（
厚
生
労
働
省
自
殺
対
策
推
進
室
／
警
察
庁

生
活
安
全
局
生
活
安
全
企
画
課　
令
和
６

年
中
に
お
け
る
自
殺
の
状
況
よ
り
）

　
し
か
し
、
依
然
と
し
て
２
万
人
を
超
え

自
殺
対
策
強
化
月
間
に
つ
い
て

る
方
が
自
ら
命
を
絶
っ
て
お
り
、
深
刻
な

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
自
殺
の
背
景
に
は
、
こ
こ
ろ
の
健
康
だ

け
で
な
く
、
過
労
、
生
活
困
窮
、
育
児
や

介
護
疲
れ
、
い
じ
め
や
孤
立
な
ど
の
様
々

な
社
会
的
要
因
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
自
殺
は
こ
う
し
た
様
々
な
悩
み

が
原
因
で
、
心
理
的
に
追
い
込
ま
れ
た
末

の
死
で
あ
り
、
そ
の
多
く
が
防
ぐ
こ
と
の

で
き
る
社
会
的
な
問
題
で
す
。

　
自
殺
の
予
防
に
は
、
住
民
一
人
一
人
が

自
殺
を
考
え
る
ほ
ど
追
い
詰
め
ら
れ
て
い

る
人
に
気
づ
き
、
支
え
合
う
こ
と
が
重
要

で
す
。
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と

の
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

今
、
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
へ

　

心
身
の
不
調
を
感
じ
た
り
、
不
安
が

あ
っ
た
り
し
た
ら
、
一
人
で
抱
え
ず
に
ま

ず
は
相
談
を
。
眠
れ
な
い
、
食
欲
が
出
な

い
、
疲
れ
が
と
れ
な
い
な
ど
、
い
つ
も
と

違
う
心
身
の
不
調
を
感
じ
た
り
、
学
校
や

仕
事
、
家
族
、
健
康
の
こ
と
な
ど
で
不
安

が
あ
っ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
そ
の
よ

う
な
と
き
は
、
決
し
て
一
人
だ
け
で
悩
み

を
抱
え
ず
、
ま
ず
は
誰
か
に
話
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
周
り
に
い
る
た
く

さ
ん
の
方
が
、
あ
な
た
の
支
え
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
う
ま
く
話
せ
な
く

て
も
大
丈
夫
で
す
。
話
を
す
る
こ
と
で
気

持
ち
が
楽
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
あ

な
た
が
相
談
で
き
る
場
所
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

周
り
の
方
を
心
配
し
て
い
る
あ
な
た
へ

　
あ
な
た
も
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
の
輪

に
加
わ
り
ま
せ
ん
か
。

　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
悩
ん
で
い
る

人
に
気
付
き
、声
を
か
け
、話
を
聞
い
て
、

必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
、
見
守
る
人
の
こ

と
で
す
。
ま
ず
は
、
声
を
か
け
る
こ
と
か

ら
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

気
付
き　
家
族
や
仲
間
の
変
化
に
気
付
い

て
、
声
を
か
け
る

傾
聴　
本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
耳
を

傾
け
る

つ
な
ぎ　
早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ

う
促
す

見
守
り　
あ
た
た
か
く
寄
り
添
い
な
が

ら
、
じ
っ
く
り
と
見
守
る

　
紋
別
保
健
所
で
は
、
保
健
師
や
専
門
医

が
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
心
配
の
あ
る
方
、

飲
酒
や
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル

問
題
を
お
持
ち
の
方
の
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。
心
配
の
あ
る
ご
本
人
だ
け
で

は
な
く
、
ご
家
族
や
関
係
者
の
方
も
利
用

で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
紋
別
保
健
所
健
康
推
進
課
健
康
支
援
係

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
３
１
０
８

引
っ
越
し
時
の
届
け
出
に
つ
い
て

　
春
は
転
勤
や
進
学
、
就
職
な
ど
引
っ
越

し
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
引
っ
越
し
を
し
た

と
き
は
、
忘
れ
ず
に
役
場
窓
口
で
住
所
異

動
の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
窓
口
が
混
み
合
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
、

手
続
き
す
る
ま
で
に
お
時
間
を
い
た
だ
き

ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◉
転
入
届
（
町
外
か
ら
雄
武
町
へ
）

必
要
な
も
の　
転
出
証
明
書
（
前
住
所
地

　
で
発
行
さ
れ
た
も
の
）、
届
出
人
の
本
人

　
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
資
格
確
認

　
証
な
ど
）、
お
持
ち
の
方
は
個
人
番
号

　
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
カ
ー
ド
。

届
出
人　
本
人
、
同
一
世
帯
に
な
る
人
。    

　
そ
れ
以
外
の
代
理
人
が
届
け
出
す
る
場 

　
合
は
、
本
人
か
ら
の
委
任
状
と
代
理
人

　
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

届
出
期
間　
転
入
し
た
日
か
ら
14
日
以
内

◉
転
出
届
（
雄
武
町
か
ら
町
外
へ
）

必
要
な
も
の　
届
出
人
の
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
、
資
格
確
認
証
な
ど
）

※
転
出
先
の
住
所
が
わ
か
る
よ
う
に
し
て

き
て
く
だ
さ
い
。

届
出
人　
本
人
、
届
出
時
点
で
同
一
世
帯

　
の
人
。
そ
れ
以
外
の
代
理
人
が
届
け
出

　
す
る
場
合
は
、
ご
本
人
か
ら
の
委
任
状

　
と
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

届
出
期
間　
転
出
す
る
日
よ
り
前
に
手
続

　
き
し
て
く
だ
さ
い
。届
け
出
せ
ず
に
引
っ

　
越
し
た
場
合
は
、
郵
送
で
の
届
け
出
も

　
可
能
で
す
の
で
、問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

◉
転
居
届
（
雄
武
町
内
で
の
引
っ
越
し
） 

必
要
な
も
の　
届
出
人
の
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
、
資
格
確
認
書
な
ど
）、 

　
お
持
ち
の
方
は
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン

　
バ
ー
）
カ
ー
ド
。

届
出
人　
本
人
ま
た
は
届
出
時
点
で
同
一

財
務
専
門
官
採
用
試
験
に
つ
い
て

　
財
務
省
北
海
道
財
務
局
で
は
、
財
政
、

金
融
な
ど
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と

し
て
活
躍
す
る
財
務
専
門
官
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

受
験
資
格

〇
平
成
8
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
者

〇
平
成
17
年
４
月
２
日
以
降
の
生
ま
れ
で

次
に
該
当
す
る
者

・
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
令
和

9
年
3
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
者

・
短
大
ま
た
は
高
専
を
卒
業
し
た
者

お
よ
び
令
和
9
年
3
月
ま
で
に
短

大
ま
た
は
高
専
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
者

受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込　
3
月
23
日
㈪

ま
で[

受
信
有
効]

　

https://w
w
w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
は
こ
ち
ら

第
1
次
試
験
日　
5
月
24
日
㈰

問
財
務
省
北
海
道
財
務
局
人
事
課
人
事
係

☎
０
１
１
‐
７
０
９
‐
２
３
１
１

（
内
線
４
２
５
２
）

　
世
帯
の
人
。
そ
れ
以
外
の
代
理
人
が
届

　
け
出
す
る
場
合
は
、
本
人
か
ら
の
委
任

　
状
と
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要

　
で
す
。

届
出
期
間　
転
居
し
た
日
か
ら
14
日
以
内

◉
個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）カ
ー
ド

　
を
お
持
ち
の
方

　

窓
口
に
来
庁
し
な
く
て
も
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
転
出
届
、

不
動
産
を
所
有
の
方
へ

　
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
、
住
所
・
名

前
の
変
更
登
記
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　
住
所
・
名
前
の
変
更
の
日
か
ら
２
年
以

内
に
登
記
が
必
要
で
す
。
義
務
化
前
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
も
対
象
と
な
り
、
令
和

10
年
３
月
末
ま
で
に
登
記
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
変
更
登
記
を

し
な
い
場
合
、
５
万
円
以
下
の
過
料
が
科

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
不
動
産
所
有
者
の
検
索
用
情
報

ま
た
は
会
社
法
人
番
号
を
Ｗ
ｅ
ｂ
か
ら
申

し
出
す
る
と
、
法
務
局
が
職
権
で
住
所
等

変
更
登
記
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
、
ス
マ
ー
ト

変
更
登
記
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
義
務
化

さ
れ
た
相
続
登
記
に
つ
い
て
、
遺
産
分
割
協

議
が
ま
と
ま
ら
ず
、
期
限
内
（
３
年
以
内
）

に
相
続
登
記
の
申
請
が
難
し
い
場
合
は
、
相

続
人
申
告
登
記
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
相
続
し

た
不
動
産
が
複
数
の
登
記
所
の
管
轄
に
存

在
す
る
と
き
に
は
、
相
続
人
か
ら
提
供
さ
れ

た
戸
・
徐
籍
謄
本
な
ど
の
情
報
に
基
づ
い
て

法
定
相
続
人
が
誰
な
の
か
を
法
務
局
が
証

明
す
る
制
度
で
あ
る
法
定
相
続
情
報
証
明

制
度
を
使
う
と
便
利
で
す
。

ス
マ
ー
ト
変
更
登
記
に
つ
い
て

https://w
w
w
.m
oj.go.jp/M

IN
JI/

m
inji05_00688.htm

l#m
okuji1

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
に
つ
い
て

https://houm
ukyoku.m

oj.go.jp/
hom

u/page7_000013.htm
l

問
旭
川
地
方
法
務
局
紋
別
市
局

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
２
５
２
１

来
庁
予
定
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
（
交
付

時
に
設
定
し
た
暗
証
番
号
が
必
要
で
す
）。

◉
届
け
出
期
間
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
場
合

　
異
動
日
か
ら
14
日
経
過
後
で
も
、
必
ず

届
け
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
住
民

基
本
台
帳
法
第
52
条
第
２
項
に
基
づ
き
、

簡
易
裁
判
所
か
ら
５
万
円
以
下
の
過
料
を

請
求
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

LINE の画面

街灯・道路灯の球切れなどに関するお知らせ
　雄武町内の街灯および道路灯の球切れなどを発見したときは、建設水道課
土木管理係までご連絡ください。電話以外に公式 LINE の「通報」機能から
もご連絡いただけます。 
　また、道路や河川などの損傷についても、公式 LINE の「通報」機能をご
活用ください。
電話での連絡の際に
　　　　　　　お知らせいただきたい内容
・街灯・道路灯の設置場所
　（住所や目印）
・街灯・道路灯の番号
　（ポールに記載されている場合）
・街灯・道路灯の状況
　（球切れしている、破損しているなど）

◉ＬＩＮＥ公式アカウント
・アカウント　雄武町
・ＩＤ　oumu_town

問建設水道課土木管理係
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雄武町農業委員会委員の募集について
　このたび、雄武町農業委員会委員の任期満了に伴い、農業委員会等に関する法律の規定に基づき、次のと
おり雄武町農業委員会委員の募集を行います。
◉募集人数　　10人

◉受付期間　　令和８年3月24日㈫ ～4月20日㈪
◉身分および報酬の額　　雄武町の特別職の非常勤職員　月額２５，０００円 

◉推薦および受付状況の公表など　　推薦を受けた者または応募した者については、受付期間の中間
および終了後に氏名、職業、年齢などを雄武町ホームページなどで公表します。
◉選考方法　雄武町農業委員会委員候補者選定委員会において、書類審査などを実施し、その評価結果を
参考に町長が選任し、雄武町議会の同意を得たうえで任命します。

問農業委員会事務局

◉注意事項
・提出された届出書などは、返却しません。
・推薦または応募に係る経費は、すべて推薦者または応募者の負担となります。
・届出書に記入された内容に係る確認を行うため、必要に応じて関係機関に調査します。

◉雄武町農業委員会委員の任命　　町長が選任した農業委員について、６月議会定例会で同意を得て、
任命の通知を行います。

◉主な業務内容　　
・ 農業委員会総会（６月を除き毎月開催）に出席し、農地の権利移動や転用に係る許可などの審議および
決定を行います。

・ 担い手への農地利用の集積・集約化、遊休農地の発生防止・解消、新規参入の促進に関する活動を行います。
・ 関係団体が開催する会議および研修会に出席します。（年数回）
・ 農業者からの相談対応・助言・指導、農業一般における情報提供に関する業務を行います。

◉募集方法　　個人からの推薦、団体などからの推薦、一般募集
◉任　　期　　令和８年7月20日 ～ 令和11年7月19日（３年間）

◉推薦および応募の資格　　農業委員として推薦を受ける者または募集に応募する者は、農業に関する
識見を有し、農地等の利用の最適化の推進に関する事項、そのほかの農業委員会の所掌に属する事項に関し、
その職務を適切に行うことができる者であって、農業委員の選任予定日において、次のいずれにも該当する
ものとします。
・ 雄武町に住所を有する者を基本とするが、雄武町外に住所を有する者も妨げない
・ 雄武町の職員でない者
・ 破産手続開始の決定を受けていない者（復権者を除く）
・ 禁錮以上の刑に処せられていない者（刑執行終了者を除く）
・ 雄武町暴力団排除条例第2条第2号に規定する暴力団員または同条第3号に規定する暴力団関係事業者
でない者

◉推薦および応募の手続き　　所定の届出様式に必要事項を記入のうえ、雄武町農業委員会事務局へ直
接提出または郵送により提出してください。
　なお、届出様式については、雄武町農業委員会事務局に備え付けています。
　また、雄武町ホームページからもダウンロードができますのでご利用ください。
⑴推薦の場合の手続き
・ 個人からの推薦の場合、農業者など２人以上が連名し、その代表者が推薦するものとします。
・ 団体などからの推薦の場合、団体または組織の代表者が団体推薦するものとします。
⑵一般応募の場合の手続き　
・ 一般応募の場合、募集に応じる者が応募するものとします。

　
環
境
衛
生
係
が
「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し

方
」
に
つ
い
て
、
よ
く
あ
る
質
問
に
つ
い
て

お
答
え
し
ま
す
。

質
問
１　
引
っ
越
し
の
際
に
出
る
大
量
の

ご
み
は
、
ど
の
よ
う
に
処
分
し
た
ら
い
い

で
し
ょ
う
か
。

《
シ
リ
ー
ズ
》

　
　
　
ご
み
の
出
し
方
Ｑ
＆
Ａ

問
住
民
生
活
課
環
境
衛
生
係

回
答
１　
引
っ
越
し
や
家
の
片
付
け
な
ど

で
大
量
に
出
た
ご
み
は
、
直
接
ご
み
処
理

施
設
へ
持
ち
込
み
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
大
量
の
ご
み
を
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
し
て
し
ま
う
と
、
地
域
の
ほ
か
の
方

が
利
用
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
ご
み
収
集

車
に
収
集
ル
ー
ト
の
ご
み
を
載
せ
き
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
直

接
ご
み
処
理
施
設
に
持
ち
込
む
手
段
が
な

い
方
は
、
町
が
収
集
運
搬
業
の
許
可
を
与

え
て
い
る
業
者
を
案
内
し
ま
す
の
で
、
環

境
衛
生
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
旧
焼
却
処
理
場
】9
時
～
16
時（
土・日・

年
末
年
始
を
除
く
）

受
入
品
目　
生
ご
み
、
び
ん
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
、
空
き

缶
、
紙
類
、
廃
木
材
、
鉄
く
ず

【
最
終
処
理
場
】9
時
～
15
時
30
分（
土・

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

受
入
品
目　
燃
や
せ
る
ご
み
、
燃
や
せ

な
い
ご
み

質
問
2　
ご
み
処
理
施
設
へ
の
持
ち
込
み

方
法
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

回
答
2　
道
道
美
深
雄
武
線
の
道
沿
い
に

旧
焼
却
処
理
場
、
そ
の
先
に
最
終
処
分
場

が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
に
直
接
ご
み

を
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

国
道
２
３
８
号

道
道
１
３
７
号

道道４９号

旧焼却
処分場

最終
処分場

　
各
ご
み
処
理
施
設
の
受
け
入
れ
品
目
は

次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
適
正

に
分
別
の
う
え
、
持
ち
込
み
し
て
く
だ
さ

い
。
持
ち
込
み
の
際
は
、
各
施
設
の
従
業

員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
指
定
袋
に
入
れ
て
い
な
い
ご
み
は
、
10

㎏
当
た
り
80
円
の
処
理
手
数
料
が
か
か
り

ま
す
。
ま
た
、
粗
大
ご
み
も
材
質
に
応
じ

て
、
該
当
す
る
受
け
入
れ
品
目
の
処
理
施

設
へ
直
接
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

情報ひろば情報ひろば  問い合わせ　役場 ☎ 0158 － 84 － 2121　健康推進課・地域福祉課 ☎ 0158 － 84 － 2023　
　　　　　　  地域包括支援センター ☎ 0158 － 84 － 4495　教育委員会 ☎ 0158 － 84 － 4240

き
の
こ
菌
の
予
約
受
付
に
つ
い
て

　
雄
武
町
森
林
組
合
で
は
「
き
の
こ
菌
」

の
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

種
類

・
駒
菌
１
瓶
（
５
百
駒
入
り
）

・
種
菌
１
瓶
（
1
千
㏄
入
り
）

　
い
ず
れ
も
シ
イ
タ
ケ
・
ナ
メ
コ
・
ヒ
ラ

タ
ケ
・
タ
モ
ギ
タ
ケ
の
４
種
類

※�

原
木
（
長
さ
90
ｃｍ
）
は
、
き
の
こ
菌
１
瓶
で

16
本
ほ
ど
必
要
で
す
。
原
木
の
数
量
が
少
な

い
た
め
、
早
め
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い
。
植
菌
用
ド
リ
ル
は
貸
し
出
し
ま
す
。

申
込
先　
雄
武
町
森
林
組
合（
新
日
の
出
町
）

受
付
期
間　
３
月
31
日
㈫
ま
で

問
雄
武
町
森
林
組
合

☎
０
１
５
８
‐
８
４
‐
２
０
３
６

警
察
署
の
統
合
計
画
に
つ
い
て

　
４
月
１
日
（
午
前
０
時
）
か
ら
、
興
部

警
察
署
と
紋
別
警
察
署
が
統
合
し
て
、
一

つ
の
警
察
署
に
な
り
ま
す
。

　
紋
別
警
察
署
は
、
従
来
の
紋
別
市
、
滝

上
町
に
加
え
、
新
た
に
興
部
町
、
雄
武
町
、

西
興
部
村
を
管
轄
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
興
部
警
察
署
は
、
紋
別
警
察
署
の
分
庁

舎（
興
部
警
察
庁
舎
）と
し
て
運
用
し
ま
す
。

交
番
（
駐
在
所
）
は
、そ
の
ま
ま
存
続
し
ま
す
。

　
興
部
警
察
庁
舎
で
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
活

動
な
ど
に
あ
た
る
、
24
時
間
３
交
替
制
の

自
動
車
警
ら
係
を
配
置
し
ま
す
。

　
警
察
相
談
窓
口
、
交
通
窓
口
、
猟
銃
の

所
持
な
ど
に
関
す
る
申
請
窓
口
は
、
継
続

し
て
設
置
し
ま
す
。

　
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
も
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
緊
密
に
行
い
ま
す
。

興
部
警
察
庁
舎
に

　
　
　
　
　
お
い
て
で
き
る
主
な
手
続
き

・ 

事
件
・
事
故
の
届
出

・ 

落
と
し
物
（
遺
失
物
・
拾
得
物
）
の
届
出

・ 

警
察
安
全
相
談

・ 

ス
ト
ー
カ
ー
、
Ｄ
Ｖ
、
虐
待
な
ど
の
相

　
談
、
行
方
不
明
者
の
届
出

・ 

免
許
更
新
、
記
載
事
項
変
更
な
ど
の
運

　
転
免
許
関
係
の
手
続
き

・ 

自
動
車
保
管
場
所
証
明
、
道
路
使
用
許

　
可
、　
通
行
・
駐
車
許
可
な
ど
の
交
通

　
関
係
の
申
請

・ 
猟
銃
の
所
持
な
ど
に
関
す
る
申
請
手
続

　
き
、
猟
銃
等
講
習
会
（
経
験
者
）
の
受

　
講
、
銃
砲
刀
剣
類
の
一
斉
検
査

変
更
と
な
る
主
な
手
続
き

・ 

落
と
し
物
の
返
還
は
、
原
則
と
し
て
紋
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警
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で
行
い
ま
す
。

・ 

銃
砲
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剣
類
・
火
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除
く
）、
古
物
営
業
、
風
俗
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、
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備
業
、
自
動
車
運
転
代
行
業
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ど
の
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認
可
事
務
は
、
紋
別
警
察
署
に
お
い
て

　
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・ 

そ
の
ほ
か
、
不
明
な
点
は
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。
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ン
推
進
室
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国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

問住民生活課戸籍住民係
問北見年金事務所国民年金課　☎０１５７ ‐ ２５ ‐ 8 ７０３（自動音声案内２→２）

暮らしの

年金情報

・学生納付特例の申請が遅れると、申請日前に生じた不慮の事故や病気による障害について、障
害基礎年金を受け取ることができない場合があります。
・国民年金の資格取得届と学生納付特例申請書を同時に提出した場合であっても、納付書が送付
されることがあります。
・学生納付特例は、原則として申請日にかかわらず、４月から翌年３月までの期間を対象として審
査します。ただし、保険料の納付期限から２年を経過していない期間についても、さかのぼっ
て申請することができます。

 国民年金保険料学生納付特例の注意事項

　学生納付特例の承認を受けた期間は、10年以内であれば保険料をさかのぼって納めること（追
納）ができます。将来受け取る年金額を増額するためにも、追納することをおすすめします。

保険料の追納をおすすめします

　日本国内に住むすべての方は、20歳になったときから国民年金の被保険者となり、保険料の
納付が義務づけられています。しかし、学生には、申請により在学中の保険料の納付が猶予され
る「学生納付特例制度」が設けられています。
対象者（いずれにも該当）
　　 学生納付特例を受けようとする年度の前年の所得が一定以下であり、大学（大学院）、短期大学、
高等学校、高等専門学校、特別支援学校、専修学校および各種学校（修業年限が１年以上の課程
である学校）に在学する学生

　【所得基準】　128 万円 +（扶養親族などの数× 38 万円 + 社会保険料控除など）

申請先　住民登録している市区町村窓口、年金事務所、在学中の学校など
申請に必要なもの　　学生などであること、または学生などであったことを証明する書類
　　　　　　　　　　（在学期間がわかる在学証明書（原本）、または学生証の写し）
基礎年金番号により手続きする場合
　基礎年金番号通知書、または年金手帳など基礎年金番号を明らかにすることができる書類
個人番号（マイナンバー）により手続きする場合
　個人番号（マイナンバー）カード
　※お持ちでない方は、マイナンバーが確認できる書類と本人確認書類が必要です。

カフェーの帰り道（嶋津 輝）
叫び（畠山 丑雄）
時の家（鳥山 まこと）
柴犬ぽんちゃん、今日もわが道を行く（犬山 スケッチ）

「排泄介護」のお悩み解消ブック（西村 かおる）
シマエナガと交換日記（forest_limit）
災害対応オペレーション BOOK47（沼田 宗純）
手放す勇気（和田 秀樹）
日ノ本一のおせち（和田 はつ子）
天空の魔手（濱 嘉之）
伏蛇の闇網（濱 嘉之）
別辞（芝村 凉也）
一文字助真（佐伯 泰英）
えどぐらし（朝井 まかて）
関ケ原仁義（井原 忠政）
雀ちょっちょ（村木 嵐）  　　　　　　　 ほか多数

エゾシマリスのシュン（なかはま としあき）
図書館のぬいぐるみかします（シンシア ロード）
異聞今昔物語（森谷 明子）
ほねほねザウルス（カバヤ食品株式会社）
おばけたんてい花子さん（斉藤 洋）
フェンシング部の王子さま（石川 宏千花）
天国の犬ものがたり（堀田 敦子）
星のカービィ（高瀬 美恵）
恐怖コレクター（佐東 みどり）
マンガでよくわかる卓球（新井 卓将）
海底のサバイバル（洪 在徹）
赤い蠟燭と人魚（小川 未明）
となりのせきのおともだち（はしもと えつよ）
シロくんとパレスチナの猫（高橋 美香）
さむいよちゅんっ（すとう あさえ）
シルバニアファミリー大ずかん（小学館）ほか多数

今月の新着図書 Newly-imported books

図書館情報

ゆ～とぴあ  NEWS
「小田切訓絵画ギャラリー」の展示作品を入れ替えました
　図書館で展示している雄武出身の洋画家、小田切訓先生の作品を入れ替え
ました。　　　　

新着 DVD が入りました
　視聴覚資料は一度に3作品まで貸し出し可能です。期限は１週間で、延
長はできません。館内での視聴もできますので、ぜひご利用ください。

雑誌総選挙の結果を発表します
　2月中に実施した雑誌総選挙の結果を3月10日に発表します。令和８年
度はこの結果をもとに購入雑誌を選出していく予定です。どうぞお楽しみに。
　

雄武町図書館（雄武町末広町二区）
☎0158－84－2404
10時～19時（火～金曜日）
10時～18時（土・日、祝日）
休館日　月曜日、年末年始、
　　　　蔵書点検期間

ht tps : / /www.
t o w n . o u m u .
h o k k a i d o . j p /
kanko_bunka_
sports/toshokan/
index.html

図書館ホームページ

一般図書（      ）（      ） 児童図書（      ）（      ）

メゾン美甘食堂
　　　　　　  水生 大海 /著
マンションの住人専用食堂に
新しくやって来た料理人は、
薬膳の知識を用いてメニュー
をアレンジするだけでなく
日々遭遇する謎をも解き明か
していく。

よにもめずらしいどうぶつたち
　　   ノーマ ファーバー /作 
　 アーノルド ローベル /絵
めずらしい動物たちが、名前
のアルファベット順に登場
し、公園を輪になって行進し
ていく詩的で不思議なお話で
す。最後のページでは登場し
た動物の紹介があります。



1617 広報おうむ広報おうむ 広報おうむ広報おうむ

「エンディングノート」とは
何か知っていますか？最

近、終活への関心が高まる中で、自
分の終末期や亡くなった後の希望
を整理しておく方が増えています。
エンディングノートとは、意思
表示が不可能な状態になるか、ある
いは死亡した場合に備えて、自身
の要望を記載しておくためのツー
ルです。エンディングノートには、
決まった形式や法的要件はありま
せんので、例えば、終末期にどこ
でどのように暮らしたいか、介護
や延命治療をどうするか、葬儀や
埋葬の方法、預貯金などの自身の
財産がどこにあるかといった財産
の情報まで、自由に書くことがで
きます。
こうしたエンディングノートを
残しておくことで、自身の最後を
自分らしく迎えることもできます
し、残された者にとっても、本人
の意思を尊重して最期を看取るこ

とができるようになるのです。
ただし、注意が必要なのは「法
的効果」の点です。エンディング
ノートには何でも自由に書けます
が、亡くなった後の相続などにつ
いて法的な拘束力を持たせたい場
合には、法律の要件を満たした「遺
言」を作成しなければなりません 。
もし、あなたが確実な相続対策
を考えているなら、問題が複雑化
する前に、早めに準備することが
大切です。遺言には自分で書く「自
筆証書遺言」もありますが、亡く
なった後の裁判所での検認手続き
を省ける「公正証書遺言」の作成や、
法務局による保管制度の利用が安
心できる選択肢となります。
もっとも、エンディングノート
は確かに法的な効力はありません
が、本人の意思を推察する重要な
ツールになることは間違いありま
せんので、作成するに越したこと
はありませんが、個人的には、遺

言を作成することこそ優先事項で
あり、エンディングノートは遺言
を作成した後に作成するかを検討
するものであると考えています。
エンディングノートや遺言の準
備を放っておくと、残された家族
に大きな負担をかけてしまうこと
もあります。遺言の書き方は弁護
士でもお伝えできますので、少し
でも書き方や内容に不安を感じた
らご相談ください。

なるほど ! くらしの法律相談 【 第 167回 】

今月の担当

斎藤  正義  弁護士
流氷の町ひまわり基金法律事務所

ホテル日の出岬からのお知らせ

無料法律相談会　令和 8 年 4 月 7 日㈫　雄武町地域交流センター２階
（事前予約制）　予約受付：紋別ひまわり基金法律事務所　☎ 0158 - 26 - 2277
※今月の広報担当弁護士が、無料法律相談会を担当するとは限りません。

ホテル日の出岬は町民の皆さまの大切な財産です。
ぜひ、ご利用をお待ちしています。ホテルに対するご意見、
ご要望がありましたら、何なりとご連絡ください。
　　  オホーツク温泉ホテル日の出岬

☎0158 ‐ 85 ‐ 2626

オードブルが新メニューになりました
全10品　5人前　金額　8,640円 (税込 )　
・やみつき枝豆・ガーリックシュリンプ・煮込みハンバーグ・玉子焼き　
・サーモン西京焼き・鶏のから揚げ・チリポテト・シーフードマカロニグラタン
・エビとイカのチリソース・ソース焼きそば　
※テイクアウト、デリバリーのみ(要予約5日前まで)
※食材の仕入れ状況により、メニュー変更となる場合があります。

宿泊・レストランでの飲食・売店商品の購入・入浴回数券の購入にご利用いただけます。
利用期間　5月31日㈰まで

　レストラン「藍」のおすすめ（すべて税込み）

長ネギの一本天丼  　1,000 円
※ 1日 5食限定

ゲソ天丼とミニそばセット 1,280円
（ゲソ丼単品 1,000 円）

回鍋肉飯　　1,280 円

地域包括支援センターだより
生活の中の「小さな変化」に気づくために
　雪の多い時期が続き、外出の機会が減った方も多いのではないでしょうか。
冬のあいだは、生活のリズムが変わり、体や気持ちに変化が出やすい時期でもあります。
日々の暮らしの中で、「物忘れが増えた気がする」「同じ話を何度もしてしまう」といった変化に気づく
ことがあります。
　こうした変化は、年齢を重ねる中で誰にでも起こり得るものです。認知症の場合は、早めに気づき相
談することで、生活の工夫や支援につなげることができます。

雄武町地域包括支援センター（役場庁舎別館内）
☎ 0158 ‐ 84 ‐ 4495
※緊急時の電話相談は 24 時間受け付けしています。

　スタッフ募集中
朝食レストランホール・清掃の各スタッフを募集しています。
未経験者歓迎、短時間勤務でもかまいません。（勤務時間要相談）
笑顔に自信があり、接客業が好き！という人は、ぜひともご連絡をお待ちしております！

　家庭応援券ご利用いただけます

　町民限定宿泊プランを販売しています　

販売期間　4月24日㈮まで
町民限定宿泊プラン利用者特典
　レストラン藍をご利用されるお客さまは、全品
20％割引になります。

宿泊料（1 泊朝食付き）
対象者 金額（1人あたり） 利用条件

町内の方 9,000 円 1名での利用の場合
6,000 円 2名以上での利用の場合

町外の方 7,000 円 町民と利用の場合

令和 8年 4月 1日（水）より北海道宿泊税が新たに課税されます。※当館では一人当たり 100円の課税
観光の付加価値の向上、観光に係るサービスおよび旅行者を受け入れるための体制の充実強化ならび
に災害などの観光分野における危機に対応するための取り組みの強化、そのほかの地域社会および北
海道経済の発展に資する観光の振興を図る施策に要する費用に充てられます。

　北海道宿泊税のご案内

　春・夏宴会メニュープランのご案内  ※ 4 月 1 日㈬から

全9品　一人　6,300円（税込）　飲み放題 2,300円（税込）　※5名様以上から
・和洋中 前菜の盛り合わせ・マグロとタコのカルパッチョ・ラーメンサラダ
・白身魚のアクアパッツァ・茶碗蒸し・豚肩ロースのカツレツ デミトマトソース
・麻婆茄子と玉子チャーハン・スープ・ホテル特製デザート
※食材の仕入れ状況により、メニュー変更となる場合があります。

次のようなことが気になったら、相談のきっかけとして考えてみましょう。
　　・同じことを何度も聞いたり、話したりする  
　・物の置き忘れや探し物が増えた  
　・以前より怒りっぽくなったり、不安や落ち込みが増えた  

ご本人やご家族からの相談をお受けしています。
気になることがあれば、お気軽にご相談ください。



1819 広報おうむ広報おうむ 広報おうむ広報おうむ

※
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
順

※
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
順

　
番
に
担
当
し
て
い
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

　
番
に
担
当
し
て
い
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

移
住
・
定
住
促
進
支
援

員
の
宮
内
で
す
。

冬
の
凍
て
つ
く
寒
さ
の

中
に
も
、
日
差
し
の
や

わ
ら
か
さ
や
雪
解
け
の
音

に
、
少
し
ず
つ
春
の
気
配
が
感
じ
ら
れ

る
頃
と
な
り
ま
し
た
。

２
月
に
は
、
商
工
会
主
催
の
マ
ル

シ
ェ
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
初

め
て
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
多
く
の

地
域
の
皆
さ
ま
と
直
接
お
話
し
す
る
こ

と
が
で
き
、
あ
た
た
か
な
言
葉
や
笑
顔

に
触
れ
な
が
ら
、
心
温
ま
る
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
普
段
は
窓

口
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
や
り
取
り
が
中

心
と
な
る
こ
と
も
多
い
た
め
、
対
面
で

交
流
で
き
る
機
会
の
大
切
さ
を
改
め
て

実
感
し
ま
し
た
。

協
力
隊
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
カ
ー
ド

の
ポ
イ
ン
ト
引
き
換
え
を
担
当
し
、
雄

武
町
の
特
産
品
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
と

Activity Report
地域おこし協力隊　～活動レポート～地域おこし協力隊　～活動レポート～
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みんなの保健室

物価高でも健康を維持する「栄養コスパ」の考え方 3 選
物価高で、日々の食品の買い物も「より安いもの」という視点で考えがちになります。
しかし、「栄養・健康」という視点を忘れると、生活習慣病のリスクが上がり、結果的に医療費とい

う高いツケを払うことになりかねません。栄養への投資も「健康保険料」のひとつととらえ、食費を抑
えつつ栄養価を充実させる「栄養コスパ※」の考え方で、日々のお得も将来の健康も手に入れましょう。
※「コスパ」＝コストパフォーマンス（費用対効果）の略

問健康推進課保健係

Kids

もんでん
　　こはる ちゃん

やまだ
　ななか ちゃん

わんぱくキッズ（若草保育所）～おおきくなったら～

ほ
い
く
し
ょ
の
せ
ん
せ
い

サ
ー
テ
ィ
ー
ワ
ン
の
つ
く
る
ひ
と

1. 旬の食材を選ぶ
　旬の食材は収穫量が多く、比較的安価であり、オフシーズンと比べて栄養価が数倍も高いです。食材本来の味が
濃厚でおいしい時期でもあるので、ぜひ食卓に取り入れてみましょう。

2. 価格が安定している食材を選ぶ

3. 一品を具だくさんにする
余った食材をまとめて調理した具だくさんのメニューは、無駄なく食べきれて、一品でも栄養たっぷりです。
•	具だくさん汁物　　　　　 •カレー　　　　　　・あんかけ
•	卵でとじてオムレツ　 　　•かき揚げ　　　　　・お好み焼き

宮
内
　
美
希
さ
ん

宮
内
　
美
希
さ
ん

地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
お
こ
し
協
力
隊

移
住
・
定
住
促
進
支
援
員

移
住
・
定
住
促
進
支
援
員

Everyone's infirmary

安定供給されているもの　天候の影響を受けにくい食材や保存がきく食品は、価格が比較的安定しています。

缶詰・冷凍野菜・乾物　
　生鮮食品より栄養が劣ると思われがちですが、旬の食材を最新の技術で保存することにより、生鮮食品に近い栄
養価が保たれています。保存性が高く、廃棄が出ず最後まで無駄なく食べられるのも特徴です。

もやし、豆苗、きのこ類、じゃがいも、にんじん、玉ねぎ　など

▶主な栄養素
　ビタミン、ミネラル、食物繊維

豆腐、納豆　などの豆製品

▶主な栄養素
　たんぱく質

魚の缶詰（さば、いわし　など）

▶主な栄養素
　たんぱく質、カルシウム

冷凍野菜

▶主な栄養素
　ビタミン、ミネラル、食物繊維

ひじき、わかめ、切干大根　など

▶主な栄養素
　ミネラル、食物繊維
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 ☞ 社会保険事務相談（事前予約制）☎ 0157-25-8703

 ☞ 自動車運転免許更新時講習（事前更新手続必要）

 ☞ 人口と世帯数（2 月 25 日現在）※住民基本台帳人口

 ☞ 戸籍の窓口（1 月 27 日～ 2 月 25 日）※敬称略

 ☞ 官公庁への苦情、意見、相談　☎ 84-3402

 ☞ 寄附（1 月 22 日～ 2 月 20 日）　※敬称略

3 月 25 日㈬　雄武町民センター
　 優良運転者講習　13：00 ～ 13：30
 　違反運転者講習　13：50 ～ 15：50

　イベントカレンダー 開
催
場
所　

♡
若
草
保
育
所
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☆
児
童
セ
ン
タ
ー
　

３月　7日㈯ ☆ 6年生を送る会　　　　　　   10：00～

☆サッカー教室　　　　　　　　14：00～

9日㈪ ♡仲良し親子教室　　　　 　　  10：00～

11日㈬ ♡仲良し親子教室　　　　 　　  10：00～

13日㈮ ☆仲良し親子教室『修了式』　　  10：00～

14日㈯ ☆一輪車講習会　　　　　　　　13：30～

19日㈭ ♡読み聞かせフムフムの会　　　11：00～

☆けん玉検定　　　　　　　　　16：00～

21日㈯ ☆卓球教室　　　　　　　　　　14：00～

　

第 348 回

雄高 FILE 校訓「風に立て」OUMU High School
3
月
の
行
事
予
定

17 日火 入学者選抜　合格発表
19日木 CBA学力テスト（1年生）
24日火 修了式、離任式、大掃除

25日水 ・学年末休業　～ 31日火
・春期講習　　～ 27日金

26日木 入学予定者オリエンテーション

オホーツク紋別空港ダイヤ
（3月 28日まで）
【375便】　羽田発　10：35　→　紋別着　12：20
【376便】　紋別発　13：05　→　羽田着　14：55
（3月 29日から）
【375便】　羽田発　10：35　→　紋別着　12：20
【376便】　紋別発　13：00　→　羽田着　14：50

無料空港送迎バス時刻表
（3月 28日まで）
紋別バスターミナル発 11：45
紋別空港着 12：06
紋別空港発 12：35
紋別バスターミナル着 12：56

（3月 29日から）
紋別バスターミナル発 11：40
紋別空港着 12：01
紋別空港発 12：35
紋別バスターミナル着 12：56

※運航時間についてはオホーツク紋別空港ホームページ
　（https://www.ok-m.jp/）などでご確認ください。

◉雄武町吹奏楽フェスティバル　　1/25 ㈰
　雄武町民センターにて「雄武町吹奏楽フェス
ティバル Vol.6 ウィンターコンサート」が開
催されました。当日は、雄武町内の中学校・高
校、地域の大人吹奏楽バンドが出演し、アニメ
ソングや昭和歌謡など、世代を超えて楽しめる
演奏が披露されました。
　雄武高等学校吹奏楽部は、「星に願いを」を
演奏しました。１つ１つのフレーズを大切にし
ながら、曲の持つ優しさを表現しようと取り組
みました。
　会場には、多くの町民の皆さまにご来場いた
だき、あたたかな雰囲気の中でコンサートを終
えることができました。
◉着こなし講座　　1/29 ㈭
　洋服の青山名寄店の田中様を講師としてお迎
えし、着こなし講座を実施しました。社会人と
して心掛けるべき身だしなみのマナーについて
学び、卒業を間近に控えた３年生にとって、大
変有意義な講義となりました。

◉パワハラ回避講座　１月 27 日㈫
　人権擁護委員の高橋様、松嶋様を講師としてお迎
えし、パワハラ回避講座を実施しました。講義の途
中、ロールプレイングも交えながら、働くことの意
義と職場におけるパワーハラスメントを受けないた
めの方法について学ぶことができました。これから
社会に出る準備として、上司や同僚との関わりにつ
いて考えることのできる貴重な経験となりました。

3 月 12 日㈭
 　      　　　

　10：00 ～ 16：00
　遠軽町保健福祉総合センター

　国保病院情報（小児科と耳鼻咽喉科は、日程が
急きょ変更する場合があります   ） ◉北見地区吹奏楽連盟紋別支部

　　　　　　　　吹奏楽フェスティバル　２/1㈰
　紋別市民会館大ホールにて開催された「第 34 回
北見地区吹奏楽連盟紋別支部吹奏楽フェスティバ
ル」に、本校吹奏楽部が出演しました。本校は、中
学校・高等学校・大人吹奏楽バンドとの合同編成で
参加し、２曲を演奏しました。年齢や立場の異なる
奏者が一緒に演奏する中で、同じ音楽を共有しなが
ら取り組む貴重な機会となりました。演奏会の最後
には、参加団体全員による合同演奏が行われ、「風
になりたい」を会場いっぱいに響かせ、あたたかい
雰囲気の中でフェスティバルを締めくくりました。

◎診察の受付時間　 8：30 ～ 11：30
13：30 ～ 16：00

内 科

外 科

整形外科

消化器科

秀 毛 医 師 毎週木曜日は町内施設回診のため14時 15
分から不在となります。

大 野 医 師

毎週火曜日は往診のため13時から2時間
程度不在となります。
23日㈪は休暇のため８時30分から14時
まで不在となります。

磯 部 医 師 毎週木曜日午前は出張診療のため不在とな
ります。

※診療時間内であっても、検査対応医師は診療できない
　ことがあります。

小 児 科
毎週月曜日は 1日診療（午前診療、午後
予防接種）となります。
13日㈮、27日㈮は午後の診療となります。

耳 鼻 咽 喉 科 毎週木曜日14時からの診療となります。

防災行政無線が聞き取れなかった時は
０１５８－８４－２５２３

テレホンサービスで確認を！！
※通信料金がかかります

☆こんにちは赤ちゃん（出生）
　磯井　凪

な の
乃　（雅彦・あゆみ／女／新日の出町）

　舘山　心
ここの
希　（翔太・果江／女／元沢木）

◉お悔み申し上げます（死亡）
　永井　順治　　　83歳（本町）
　小林　とき子　　89歳（新沢木）
　成田　悦雄　　　88歳（幸町）

人　口　　3,904人（日本人3,652人、外国人252人）
　　　　　 （前月比　  6人減/前年比　98人減）
　男　　　1,901人（日本人1,830人、外国人 71人）
　　　　　 （前月比 1人減/前年比 29人減）
　女　　　2,003人（日本人1,822人、外国人181人）
　　　　　 （前月比 5人減/前年比 69人減）
世帯数　　2,158戸（日本人1,916戸、外国人242戸）
　　　　　 （前月比 3戸減/前年比 41戸減）

◎施設入所者のために（社会福祉協議会へ）
　渡邉　光夫　（緑町）
　平沼　富雄　（東浜町）

◎香典返しを廃して（社会福祉協議会へ）
　平沼　富雄　（東浜町）
　片岡真由美　（日の出北町）
　永井　秀次　（旭川市）

行政相談所　　3月10日㈫、4月14日㈫
　　　　　　　13：30～15：30役場町民ホール
行政相談委員　近江谷　春夫

こんなに便利マイナンバーカード
マイナンバーの提示と本人確認を求められたとき 1 枚で済ま
せることができるのがマイナンバーカードです。ぜひ申請しま
しょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　問住民生活課戸籍住民係

マイナポータルから国民年金
　　手続きの電子申請ができます
　スマートフォンなどがあれば、国民年金の加入や
保険料免除・納付猶予の申請などの手続きが、24 時
間 365 日どこからでも申請できます。
　また、マイナポータルとねんきんネットをつなぐ
と、対象の方にお知らせが届き翌年度以降も簡単に
電子申請することができます。
※メンテナンス作業時を除く
※マイナポータル利用登録が必要です

問住民生活課戸籍住民係
問北見年金事務所国民年金課
☎ 0157-25-8703
　　　　　（自動音声案内２→２）
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　雄武町民わたしたちは、オホーツクのきびしい
自然を生かし、父祖・先人の労苦を感謝しながら、
郷土愛にみちた町づくりと、ひとりひとりのしあわ
せのため、　― すこやかに、なごやかに、まめやか
に ―　励まし合い、希望と自信をもって、生きが
いある生活につとめ、たしかな未来につながる信条
をかかげて、朝夕守りとおすことを誓い合います。

雄 武 町 民 憲 章 （ 町民の誓い ）
一、自然を生かし、住みよい環境をつくります。
一、きまりを守り、明るい社会をつくります。
一、ともに助け合い、楽しい職場をつくります。
一、元気に働き、豊かな家庭をつくります。
一、希望に生き、たくましい雄武町民となります。

　　　　　　　　　　 昭和 46年 3月 19日制定

「
も
と
も
と
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
で
、
ほ
ぼ

毎
日
イ
ラ
ス
ト
を
描
き
続
け
て
い
ま
す
。

進
学
も
デ
ザ
イ
ン
系
の
学
校
を
志
望
し
て
い
ま
す
」

　
そ
う
語
る
の
は
、
今
年
１
月
に
道
の
駅
お
う
む
の

前
面
ガ
ラ
ス
に
新
し
く
装
飾
さ
れ
た
、
ウ
イ
ン
ド
ウ

サ
イ
ン
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
雄
武
高
校
２
年
生
の
池
田

楓
さ
ん
で
す
。

　
町
で
は
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
「
道
の
駅
お
う

む
」
を
よ
り
地
域
に
親
し
ま
れ
る
場
所
に
し
た
い
と

の
思
い
か
ら
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
サ
イ
ン
の
制
作
に
あ
た

り
、
雄
武
高
校
へ
協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　
池
田
さ
ん
は
、
学
校
祭
で
大
旗
の
デ
ザ
イ
ン
を
中

心
と
な
っ
て
担
当
し
た
経
験
が
あ
り
、
役
場
か
ら
依

頼
が
届
い
た
際
も
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
」
と

い
う
気
持
ち
で
立
候
補
し
た
と
い
い
ま
す
。
役
場
担

当
者
と
数
回
の
検
討
を
重
ね
、
現
在
の
ウ
イ
ン
ド
ウ

サ
イ
ン
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
デ
ザ
イ
ン
で
特
に
意
識
し
た
こ
と
を
聞
く
と
、「
一

目
で
雄
武
町
だ
と
わ
か
る
こ
と
。
町
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の『
い
く
ら
す
じ
子
』が
真
ん
中
に
ド
ン
と
あ
っ

た
方
が
い
い
」
と
中
央
に
大
き
く
配
置
す
る
構
成
に

し
た
そ
う
で
す
。

　
完
成
し
た
ウ
イ
ン
ド
ウ
サ
イ
ン
を
見
た
と
き
に

は
、「
や
り
遂
げ
た
」
と
い
う
達
成
感
が
こ
み
上
げ

た
そ
う
で
す
。「
自
分
以
外
の
人
が
ど
う
感
じ
る
の

か
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
周
囲
か
ら
は
『
す
ご

い
ね
』『
か
わ
い
い
じ
ゃ
ん
』
と
声
を
か
け
ら
れ
ま

し
た
」
と
ほ
っ
と
し
た
よ
う
に
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
将
来
は
ゲ
ー
ム
会
社
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン

を
担
当
し
、
有
名
ゲ
ー
ム
の
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
に
自
分

の
名
前
を
載
せ
る
こ
と
が
夢
と
話
す
池
田
さ
ん
。
今

後
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
地
域
へ
の
貢
献
と
し
て
認
め
ら

れ
、２
月
13
日
に
町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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設
や
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雄武高校 2 年生

 池
い け だ

田　楓
か え で

さん
IntroductionIntroduction

～　ま ち の 人 紹 介　～

❖編集後記
Editor's note

▼道の駅おうむのウインドウサインをデザインした雄
武高校２年生の池田楓さんにお話を伺いました。はき
はきと礼儀正しい姿が印象的で、将来の夢を語る表情
が輝いていました。未来のクリエイターとのひと時は、
私にとっても楽しい時間となりました。（渋谷）


